
小学校同士、小と中の連携

音楽を他校の教員が参観しているところ

　９月１０日の全校朝会で、「鶴間小学校のみんなでウェルビーイングを目指そう」と話しました。ウェルビーイ
ングとは「元気で、周りの人ともうまく関わり、満足して生きている状態」、つまり、「幸せに生きている状態」
です。そして、このウェルビーイングは、今後の日本の教育の目指す柱の一つになるとされています。
どのようにすれば、子供たちのウェルビーイングをつくれるのでしょうか。
「ウェルビーイングの魔法」という本（この本は子供向けの本です。）には、以下のことが述べられています。

ウェルビーイングをつくるには「アリ・アリ・ナン・ヤ！」を育てるとよい。
①最初の「アリ」は、「ありがとうの心」・・・感謝する気持ちが育つと、人や物事のありがたさがわかり、感謝
の気持ちで受け止められる。だから、幸せを感じられる。
②２つ目の「アリ」は、「ありのままの心」・・・周りの人と比べず自分らしくてよいと受け止められるようにな
ると自分に自信がつく。
③３つ目の「ナン」は、「なんとかなるの心」・・・やる前からあきらめない、逃げない、しっかり準備をしたか
ら大丈夫という気持ち。でも、何も準備しなくてもなんとかなるということではない。
④４つ目の「ヤ」は、「やってみようの心」・・・難しいからやめようという気持ちの反対。何事にも前向きに挑
戦する気持ち
 「アリ・アリ・ナン・ヤ！」が育つ方法の一つとしておすすめしたいのが、「感謝日記」。これは、毎日、寝る前
に一日を振り返って一番感謝したことを簡単にノートに書きためていくというもの。それによって、自他や物事
を感謝の目で見られるようになる、また、一日を幸せな気持ちで終えることができるという効果もある。

いかがでしょうか。書いてあることは当たり前と思うことも多いかもしれませんが、子育てのヒントになればと
思い紹介しました。ぜひ、学校と家庭とで手を携えて子供たちのウェルビーイングを目指してまいりましょう。
 

鶴間小だより
町田市立鶴間小学校　校長　浦木　義尚 令和６年10月1日

　９月２５日の午後、つくし野中学校区の小中学校の先生
方にお集まりいただきました。授業を見ていただいた後、
各校の特色や取組等の情報交換や小中の課題改善のための
意見交換等を行いました。この「小中交流会」は、昨年度
まではコロナ禍のために縮小して一部の教員のみが参加し
ていましたが、今年度は５年ぶりに全教員が参加。近隣の
小学校同士、あるいは、小学校と中学校で相談できる貴重
な機会となりました。というのも、他校の普段の授業や子
供たちの様子を参観する機会はなかなかないものなので
す。参加者からは、「先生方がICT機器を当たり前に授業で
活用していて驚いた。」、「子供たちが素直で意欲的に学習
していたので刺激を受けた。」等の声がありました。今後
も、つくし野中学校をはじめ近隣校との連携を無理なく深
めてまいります。
 

 

子供のウェルビーイングを高めましょう
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笑顔と学びの体験プロジェクト
「全員参加！

体験型ドラムエンターテイメント！！
～リズムの神髄を体感～」

外国の楽器を通し異文化に触れることで
海外の文化を体験します。

※★印のある日は、
スクールカウンセラーの
来校日です。

朝の時間の内容について

全校：全校朝会 
読書：朝読書
宣伝：子供レクの宣伝集会
児童：集会委員会担当の集会
図書：図書委員会担当の集会
音楽：連合音楽会の発表


